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住環境は住戸に住み手が持ち込む製品によって空間が構成 されてい く。 しか
しなが ら、現在多くの製品において、プロダク ト製品と空間設計のプロセスは
分断されてお り、1つの空間を構成する要素であ りながら全 く別のプ ロセスを経
て集 められている。それ らは住み手にとって最適なものとは言い難い。また、
住居内で使用 されるプロダク ト製品によって空間構成に制限が与えられている
ともいえる。多 くの製品は給電の観点か らも壁に寄せ、並べ られることが多い。
それにより、住空間には多 くの壁が必要になってお り、それ らはモ ノによって
埋め尽 くされている。
本研究ではモノ(プロダク ト製品)の形状が変化すれば既存のもの とは異なる
空間レイアウ トが可能になると考え、与え られた空間にモ ノを並べるのではな
く、モノか ら空間を構成するプロセ スを試みることによって新たな住空間 レイ
アウ トを提案する。 また、本研究においては住空間の対象を集合住宅に限定 し
て進めてい く。これは、住戸の面積が限定的である集合住宅に限定することに
よってモノが空間 レイアウ トに与える影響を顕著にす るためである。そ して、
もう1つの理由が以下に記 してい く空き家の問題である。
研究手法 としてはまず、集合住宅における空間 レイアウ トの変遷をたどり、
そ こか ら集合住宅において空間 レイアウ トと住宅設備及びプロダク ト製品 とい
ったモ ノとの関係性 を探る。そ して、その調査か ら得 られた結果を もとに既存
のモ ノを再考することによって新たな住空間 レイア ウ トを検討 してい く。
現在では経済の成長期、都市部の急激な人口増加期にたてられた集合住宅に
住み手がつかない 「空き家」の問題 も拡大 している。全国の住宅団地の新規供
給件数 は減少傾向にあるものの住宅ス トック数は増加傾向にあり、空き家は
1983年から2013年の30年間の間に2,5倍増加 している。これには古 くなった団地
や利便性の観点か ら敬遠 される郊外の住宅も多い。また、集合住宅 においては
過疎化の叫ばれ る地方よりも三大都市圏である東京都市圏、大阪都市圏、名古
屋都市圏において顕著であ り、その8割を占めるな ど今後 も深刻化 してい くこと
が予想 される。そ うした空き家 となったス トック住宅を活用 し、 リノベーシ ョ
ンを行い、新たな住み手をみつける動きも出始め、住宅を選択する際の一つの
選択肢 となってい る。 こうした空き家の問題は建築物の耐震や設備の劣化、ま
た地域 の過疎化や高齢化、インフラなどの問題に波及 し、今後 さらに深刻な間






の復興によるものであった。それか ら約90年の間に様々空間 レイア ウトが考案
され、淘汰 されてきた。関東大震災の復興住宅として建設 された同潤会による
代官山アパー トでは世帯住居は2室と台所、便所が設 けられていた。その後、西
山夘三による 「食寝分離論」によって食事の場 と寝室の分離が提唱され、 日本
住宅公団による51c型によって2室とダイニングキッチンが設けられた レイア ウ
トが提唱された。 また1980年代になると集合住宅の高層化 と水回 り設備の技術
発展により水回 り設備が中央に置かれた3LDKが普及 していった。 これ らの集合
住宅における住空間の レイア ウト変遷 を見ていくと、それぞれの時代に即 した
定型が存在 し、レイア ウトが変化 してい くきっかけが存在 した。また、それ ら
が変化するタイ ミングにおいて水回 り設備 に技術的な変化が見られ、間取 りの
定型が変化す る際には住宅設備 においても変化が見 られた。住戸の間取 りを決
める上で水回 り設備の存在が大きく影響 していることが判明 した。
これ らの結果か ら対象をキ ッチンに定め、キッチンの新たな形状を考案する
ことによって集合住宅における新たな空間 レイアウ トを検討 した。本研究にお
いては、想定するユーザーを在宅で仕事を行 う家庭 とした。 これは、近年の働
き方の多様化やライフスタイルの変化に対応するためであ り、これまでの住宅
レイア ウトの変遷 と比較す る際に昨今の時代性 と今後の住宅の役割 として顕著
な要素であるか らである。 これ らか ら、給排水のパイプスペースや給電方法、
排気に配慮 をしなが ら在宅ワーカーの家庭のキッチンを思考 し、そこか ら5つの
キッチンを考案 した。 また、それぞれのキッチンを軸 とした住空間 レイア ウト












































1.2.問 題 意 識
団地における空き家の実態
ス トック住 宅 と リノベ ー シ ョン
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1.1.背 景 ・目 的




















ま た 、2013年に お いて 住 宅 総 数 約6,062万戸 の うち 空 き家 の 総 数 は約820万戸 あ
り、約14%を占め る。 賃 貸 用 住 宅 総 数 約2,281万戸 の うち 空 き家 の総 数 は約19%で
あ る約429万戸 に及 び 、 これ は空 き家 の過 半数 を 賃 貸 用 住 宅 が 占め て い る計 算 と
な る。 空 き家 の総 数 に 関 して は増 加 傾 向 にあ り、1983年か ら2013年ま で の30年
間 に約2.5倍増 加 。2008年か らの5年 間 で も1.08倍と増加 傾 向 に あ る。 ま た、 空





1.1.2,ストック住 宅 とリノベ ー シ ョン
こうした背景からス トック住宅に対す るリノベーションが注 目を集めている。
今後増加することが予想 されている空き家を活用 し、改修す ることによって新
たな住み手へ と引き渡す。これまでの賃貸住宅では行えなかった規模 の改修や、
一棟全体を扱 うリノベーション。また、住宅内で使用す るプロダク トを製造販
売する無印良品や家具販売店のIKEAとコラボ レーシ ョンを行 うことによって付
加価値 をつけ、販売する事例 もある。株式会社 リビタではマンションの リノベ
ーションを行 い販売する形態か らすでに施主が所有す る住戸の リノベーシ ョン
や シェアハ ウスへの転用、住宅以外の用途への改修など2005年の設立以来拡大
の一途 をた どっている。このように リノベーシ ョン事業は時代の流れか ら新た
な視点を生み出し、修繕を主とした リフォームとは異な り、既存の建築物を利
用することで新たな価値 を生み出し、新たな利用者を惹きつ けることが トレン
ドとなっている。
近年では家具や雑貨のメーカーとのコラボ レー ションによりリノベーシ ョン
物件の新たな トレン ドを産 もうとする動きもある。無印良品と都市再生機構(UR




はIKEAの販売す る家具を活か し、様々なテイス トの部屋を提供 している。また、



























図1.3UR都 市 機構 とIKEAに よるリノベーション3
2画 像 出典lUR賃 貸住宅 明石舞子
3画 像 出典.lUR賃貸住宅 日進香 久山花 の街
3
1.1.3.集合 住 宅 にお ける空 間 レイア ウ ト
集合住宅の空間 レイア ウ トには年代 ごとに一定の型が存在 し、多 くの物件に
おいて似通った間取 りを採用 している。近年では効率 よく住戸を並べるため、
玄関や窓 といった開口部が狭 く制限され、内部空間が細長 くの奥行 きが深いフ
ロンテージセーブ型が多 く見 られる。そ うしたことからも前記 した リノベーシ
ョンの際には新規性のある提案によ り顧客の興味を惹きつ ける必要がある。ま
た、それ らの定型 は住戸を売 り出す際に比較 しやすい様、部屋数の数字にLDKを
つけたnLDK(nは変数)と表す ことが多い。
また、現在空 き家 となっている物件の約半数はすでに築25年を過 ぎてお り、
それ らの空間構成は昨今の生活や今後変化 していくライフスタイル に即 したも
の とは言い切れない。住環境は集合住宅の作 り手、売 り手によって定められた
空間に別のプロセスのもと作成 されたプ ロダク ト製品が持ち込まれ、形成 され
る。結果 として家電製品をは じめ としたプロダク ト製品は壁際に並べ られ、空
間 とモ ノはお互いに制約を設けて しまっている。
1.2,問題 意 識
これ らの背景か ら集合住宅における住環境は多様化 したライ フスタイルに適
応するため、また既存のス トック住宅を活用する必要性からリノベーシ ョンに
より新たな住まい方 を提示 してい くことが求められ る。
住環境は住戸に住み手が持ち込む製品によって空間が構成 されてい く。 しか
しながら、現在多 くの製品において、プ ロダク ト製品と空間設計のプ ロセスは
分断 されてお り、一つの空間を構成する要素であ りながら全 く別のプ ロセスを
経て集められている。それ らは住み手に とって最適なもの とは言い難い。また、
住居内で使用 され るモノによって空間構成 に制限が与えられているともいえる。
多くの製品は給電の観点か らも壁 に寄せ、並べ られることが多い。それにより、
住空間には多 くの壁が必要になってお り、それ らはモノによって埋 め尽 くされ









間 レイア ウ トの新たな可能性 を模索する。本研究ではモ ノ(プロダク ト製品)の
形状が変化すれば既存の もの とは異なる空間 レイアウ トが可能になると考え、
現在では一定の間取 りが定められた住戸に必要設備が組み込まれた後に住人が
モノを持ち込むことによって住環境が構成 されていくが、住居内で使用するモ




レイア ウ トに与える影響 を顕著にす るためである。そ して、も う1つの理由が先
に示 した空き家の問題である。
研究手法 としてはまず、集合住宅における空間 レイアウ トの変遷 をた どり、
そこか ら集合住宅における空間 レイア ウ トと住宅設備及びプロダク ト製品 とい




住 空 間 にお か れ る プ ロダ ク トが 空 間 レイ ア ウ トに影 響 を及 ぼ して い る事 例 と
して2013年 と2016年 に 開催 され た展 示 会 、h。usevisi。nにお い て 株 式 会 社
LIXILが展 示 した コ ンセ プ ト案 を提 示 す る。
2,1.リビン グ バ ス
1つ目の事例 として2013年のhousevisionにて展示 された 「リビングバス」を
取 り上げる。これは既 に製品化 された 「FormSpa」の技術 を応用 し、想定 され
る使用空間 と合わせて ミラノサ ローネやhousevisi。nにおいて展示 された泡で
囲まれたバスタブである。FoamSpaは浴槽の表面が泡で囲まれ、お湯が冷めに
くく半身浴にも適 した ものとなっている。F。rmSpaの誕生は2000年にLIXIL社内
で立ち上がった 「サスティナブルプロジェク ト」に端を発する。 このプロジェ
ク トでは 「食」 「排泄」 「入浴」において2020年に実現 されているであろう持




スタブが設置 された画となっている。これを 「リビングバス」 として発表 して
いる。 リビングバスでは浴槽全体の表面を泡が囲み、表面は泡のみが見えてい
る姿 となっている。既存の泡風呂とは異な り、泡の肌理が細かく肌に触れて も
石鹸のような滑 りがなく肌に馴染んでいく。泡の体積が大 きいため既存のバス
タブに比べ、お湯の量が半分 ぐらいで済む ものとなっている。シェー ビングフ
ォームのようになめらかな泡であるため既存の泡風呂の様にシャワーで洗い流
すことなくタオルで拭くことで済ませば家の中にウェッ トゾーンが不要になる
との意見も寄せ られている。 これが実現 した際にはイメージビジュアルで示 さ
れた書斎のみならず リビングやバルコニー、寝室など現在の住居では機能の分
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図2.2リ ビング スパの 槽 造5
2.2.LIFECORE




と建築家坂茂によるプロジェク トである。LIFECOREは水回 り機器 、空調、照明、
電気、給排水などの設備イ ンフラが全て集約 されたユニ ッ トであ りキッチン、
風 呂、 トイ レ、な ど生活に必要不可欠である設備 を集約することで空間を構成
していく。スケル トン空間にこれ を置 くことで居住環境を整えることができる。
給排水 を必要 とす る設備 をまとめることによって、従来であれば床下に勾配を
つけ配管を通す ところを上方か らポンプ圧送システムにより処理す ることによ
って建築構造に影響 され ることなく空間を自由にレイア ウトでき、生活の変化
に伴い間取 りを変更す ることも従来よりも容易になる。これによ り建築の構
造 ・工法を単純化でき、住人にも空間 レイア ウトの選択肢を与えることができ
る。
形状 としてはパイプスペースを中心とした周囲にキッチン、風呂、 トイ レ、
洗面が設置 され る。風 呂は折 りたたみ式 となってお り、使用時のみ拡張す る仕
様 となってい る。風呂は トイ レの背面に配 されそれ らを挟む様 にキッチンと洗
面が設置 されている。
図2.3LIFECORE外 観6
















ここで 日本の集合住宅におけるレイアウ トの変遷 を大正12年の関東大震災後
設立された財団法人同潤会によって建設 された同潤会アパー トを皮切 りに集合
住宅の代表的なレイア ウトの変遷をたどる。 日本における集合住宅におけるレ
イアウ トの変遷をたどると、その時代の特色が反映されていた。1916年に軍艦
島に建てられた30号館が 日本で最初の鉄筋 コンクリー ト造の集合住宅 とされて
いる。その後、集合住宅の建設が本格化 したのは同潤会による関東大震災の復
興住宅、そ して第二次世界対戦の復興住宅の建設であった。それから約90年の




た。標準設計は 「標準化第1期」、 「標準化第2期」に区分す ることができるが
ここでは変遷 をたどる上で代表的なものをとりあげてみていく。
3.1.同潤 会 代 官 山アパ ー トメント
財団法人同潤会は大正12年の関東大震 災の復興を 目的に復興義援金をもとに
設立 された住宅供給団体である。当初建設 されたのは木造住宅であったが、大
正15年からは耐震耐火アパー トメン トを建設 し始めた。 日本で初 めて本格的な
鉄筋 コンク リー ト造(RC造)の集合住宅 を10年間に東京 と横浜の16箇所、約2,500
戸建設 した。この同潤会による住宅の特徴がUR都市機構技術 ・コス ト管理部技
術管理分室による 「同潤会代官 山アパー ト・戦前の集合住宅一」に記 されている。
(イ)鉄筋 コンクリー ト造に して地震に安全なる事。







(ト)屋上に洗濯室を設 け盤及び物干 しを設備 したること。
(チ)釜所には流 しは勿論調理釜、寵、蝿帳等の外ダス トシュー トを 取 り什け
た る こ と。
(リ)其 の他 押入 、鏡 付 洗 面所 、 帽子 掛
す る こ と。9
下駄箱、標札等に至るまで 一切完備
同潤会のアパー トメン ト事業 として建設 された代官山アパー トは、1927年に
竣工 された総戸数337戸、最大3階建ての同潤会アパー トメン ト最大規模の郊外
団地であった。当時としてはめず らしかった鉄筋 コンクリー ト造の建物にガス、
水道、水栓便所 を備えた賃貸住居 として当時 としては新 しい生活様式を示 して
いた。住宅の特徴 としては世帯向けで30㎡未満 と現在の1DKほどの狭いものであ
った。水栓便所は当時 としては珍 しく、暖房用のガスが備え付けられ、耐震耐
火性能 を加味 した ものであった。風呂は共同であったが居室の床仕上げはコル
クの上に薄縁敷きとし、洋式、和式が選択できた。また、避難用の縄梯子を備
え防火性能をもたせるため玄関扉には鉄板を巻 くなど地震、火災への対策がと
られている。台所は土間になってお り、木枠にブ リキがはめ られた流 し、ガス
コンロ台、調理台、ダス トシュー ト、米櫃、炭櫃が備 えられていた。 トイ レは
上方のタンクから水の流れ る和式便器である。また、独身住戸においては水回
り設備は共同 とされたが部屋ごとにガス栓が1口 設けられた。また、備 え付け
の荷台や収納が設 けられ、住みやす さへの工夫がみ られる。 これ らの設備が東
京都八王子市の都市再生機構技術 ・コス ト管理部技術管理分室に集合住宅歴史
館 として再現 されている。
代官山アパー トメン トの空間の レイア ウ トとしては玄関か ら入室すると廊下
が現れ、そこから2つ の居室、土間の台所、便所へ とつながる。水回 り設備は
端に集められ、居室 とは床材、床高も異なる。
9UR都 市機構 技術 ・コス ト管理部 技術 管理分室1
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図3,1同 潤 会ア パー トメント世 帯 向 け住 戸1。
3、2.ダイニングキッチンの誕生
3.2.1.住宅公団
日本住宅公 団は1955年7月に設立 され、大都市地域の住宅建設促進 を最優先の
課題 として取 り上げた。当時、人口及び産業の都市集中が著 しく住宅不足は深
刻化 していた。1956年の経済白書では 「もはや戦後ではない」 とうたいなが ら
国民生活白書では 「住宅はまだ戦後である」 と言わざるを得ないほど住宅問題



















また、住宅公団の行 った政策としては以下の様 なことが記述 されている。
公団は、大量の住宅を供給するために、一箇所に集合住宅を複数棟建設する団
地形式の開発 を行った。 当初は、一団地数百戸程度であったが、徐々に大型化
し、郊外部にま とまった土地を取得 して2000戸以上の大団地をつ くることが標
準的 とな り、やがては、高島平団地のように1万戸以上の大団地 も現れ るように
なった。 こうして登場 した公団住宅は、庶民の憧れの的とな り(団 地族 といわ
れるサラリーマン生活)、応募倍率は極めて高かった。公団の宅地開発事業は、
集合住宅の建設の前提条件 となる住宅用地の大量造成の任務を持 っていたが、
1960年代 に入 り、深刻 とな りつつあった宅地事情を反映 し、宅地の供給 とい う
面でも重要性が高まった。11








「食寝分離」、 「適正就寝の確保」 といった考えが確立す る。また、東京大学
吉武研究室により公営住宅標準設計51c型の原案が作成 され、2寝室の確保 と食
事 のできる台所が提案 された。
食寝分離 とは1942年に西山夘三によって発表 された 「住居空間の用途構…成に
於 ける食寝分離論」において、住居内での生活を就寝、全体生活(食事 ・団攣)、
分離生活(更衣、整容、読書)、坐業/移動作業(掃除)、特殊生活(接客 ・病臥)に
分け、最小限の住宅には生活 を就寝 と全体生活(食事 ・団簗)に分けるのが好ま
しいとした ものである。 この背景には当時の住宅をとりま く劣悪化 しつつある
状況に歯止 めをかけようとした意図がある。 この とき、西山の所属 していた住














台所 と接続 された家族のための空間とその南面化、水の流せ るサー ビスバルコ
ニー、洋風便器の設置が意図されていた。 この規格では玄関か ら入室すると開
き戸あるいは引き戸によって台所 ・食事室、居室(1)に接続 され、台所 ・食事室
12社団法人 口本建築学会:「集合住宅計画研 究史」丸善…株 式会社(1989)P12
13社団法人 日本建築学 会=「集合住 宅計画研 究史」丸善株式会社(1989)P14
15
から居室②、シャワー室、便所へ と接続 されている。 この時、台所 ・食事室が
廊下 とひと続きではなく1つの部屋 として明確に区LlUられ、床の レベル も居室 と









であった。 これは台所を広 くしダイニングテーブル を設置することによ り調理




蓮根団地は1957年の竣工段階では台所は人研ぎ流 しと呼ばれ る人造石研 出し
であったが、翌年にステンレス製流 し台の量産化が成功 し、採用された。この
時、人研ぎ流 しと共にガスコンロ台も設置 されてお り、換気の穴は用意 されて
14社団法人 日本 建築学会1「集合住 宅計画研 究史」丸善株式会社(1989)P15
16
いたが換気扇は住み手が用意する必要があった。キッチンの横にはテーブルを
備 え付けることによりダイニングキッチン①K)とし、テ 一ー一ブル で食 事 をす る生








代名詞 となった。 こうした団地での冷蔵庫をは じめ とする家庭電化製品を使っ





























































































型的な集合住宅は階段室型の建物に間 口(フロンテージ)が広 く計画 された間取
りが主流であった。
16それ以前 の燃焼方式 は、燃焼 に必要 な酸素 を室内側 か ら取 り込み汚染空気 を室外 に排 気す る
ものであったのに対 し、バ ラン ス ドプ リュー方式は、燃 焼 に必要 な酸素 も室外側 か ら取 り込む
方式であ る。従 来型 の燃焼 方式では、室内側 の酸素量低 下を防 ぐため、一定 の換気 量を確保 す
る必要があ り、 したがって燃焼 効率 も悪か った。なお 、バ ランス ドブ リュー方式 が採用 された




























17門脇耕三1「集合住宅 の構 法に規定 され る住戸計画の 自由度 に関す る研究」(2011)P15





給器燃焼ガス給湯器の登場により、燃焼 に伴 う住戸内の空気汚染は完全 に解決
された。また、この頃までに浴室の防水技術 も大きく進歩 してお り、樹脂系の
材料を一体成形 したパ ンパネル方式の浴室が一般化 している。パ ンパネル方式
の浴室が空間自体を覆 う樹脂成形ユニ ットによるバスユニッ トへ と発展 し、浴
室と居室の間仕切 り壁の居室側 に関 しても他の仕切 り壁 と同様の構法でつ くる
ことが可能 になった。 さらに大きな技術革新 としてダク トを用いた機械換気技
術の登場が挙げられ る。機械換気の普及によって、浴室の湿気や便所の臭気は
ダク トを通 じて排気す ることが可能になった。 これによ り水回 り設備が外部 と
面する必要性がなくな り、浴室をは じめとする水回 り設備は住戸のどこにでも
配置できる様になった。

















図3.83LDKの 平 面 図19
これ らによ り、外気に面す る位置は自然採光の必要な居室に優先 され、奥行
きが深 くなった住戸において水回 りは住戸の中央部に設置 されることが多 くな
った。 このよ うに して図に示す様な定型3LDKが形成 されていった。定型3LDKで
は リビングダイニングキ ッチン(LDK)などの公室を 日当た りの良い南側に配置
し、北側に寝室が2室配置されることが多い。 こうした間取 りは室数 に応 じて
nLDK型として普及 していった。 このnLDK型住居は以降多数建設 され、現在で も
多 くみ られ る。
『マンシ ョン白書』(長谷川工務店マーケティング部編著 住宅新報社1986
年)に は80年初頭の代表的な3LDKのユニ ッ トプランが掲載 されてい る。先の70
年代に普及 した中LDKプ ランよりも住戸に奥行きが生まれ、続き間プラン、
縦長LDプラン、横長LDプラン(図3,9)などが挙げ られてお り、中でも縦長LDプラ
19門脇耕 三1「集合住宅 の構 法に規定 され る住戸計画 の 自由度 に関す る研 究1(2011>P19
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ン横長LDプランは1990年代以降現在 まで分譲 されているマンションの間取 りの
べ一スとなっているプランといえる。
図 一4続き間プラン 図 一5縦長LDプ ラン 図 一6横長LDプラン
図3.9続き間プラン、縦長 ■Dプラン、横長LDプ ラン20




前の章で明示 した住宅 レイアウ トの変遷には住居内で使用 される水回 り設備
の技術発展が関連 している。防水技術や熱源供給技術の向上に伴い、屋外に設
置 されていた設備が屋内ではあるが床材や床高が屋外 と同様の居室 とは隔て ら
れた位置に設置された。その後、居室 と同様に屋外 と面 していない住戸内の中
心部にも設置することが可能になっていった。それによって空間レイアウ トも
変化 していった。
同潤会による代官山アパー トメン トでは台所は土間になってお り、便所は屋
外に面 した位置に設置 され、居室 とは分離 されていた。2つの居室 と台所、便所




だけの場ではなく、食事や家族でのだん らんが行える場 となった。 このとき、
ダイニングキッチンは廊下と一体とな り便所 とも接続 していたがこの時も、2つ
の居室 とダイニングキ ッチン、風 呂、便所 といった水まわ り設備 は明確に区切
られていた。
その後1970年代にはキッチンが居室に囲まれる位置に設置 され、居室 との境
もあいまいなものになっていった。 この時には水まわ り設備 は外部に面する位
置に設置す る必要があったが、1980年代になるとバスユニッ トの登場や機械換
気の普及によりそれ らの設備が原理上は住戸内の どこにでも設置することが
可能になり、結果 として住戸の中盤に配 され る間取 りが多く採用された。これ
により、キッチン、風呂、 トイ レといった主な水回 りの設備は居室に囲まれた
位置に設置 され、居室 との境はよりあいまいなものへ と変化 していった。 この
様に、防水技術や給排水技術の変化 による水回 り設備の変化に伴い、空間 レイ
アウ トは大きく変化 してきた。
これ らの歴史的背景か ら試行を行 う対象を水回 り設備 に限定 し、先に示 した
先行事例においてバスユニ ッ トの提案がなされていることからキッチンに照準
23
定め、キ ッチンの新たな形状 を考案す ることによって集合住宅における新たな
空間 レイア ウトを検討 した。
これ らか ら、給排水のパイプスペースや給電方法、排気に配慮をしながら在
宅 ワーカーの家庭のキッチンを思考 し、そこか ら5つのキッチンを考案 した。ま
た、それぞれのキッチンを軸 とした住空間 レイア ウ トを考案 した。 これ らを5つ
の型 として提示 し、その違いを示 した。
4.2.キッチンの種 類
現在、主要なキ ッチンメーカー より発売 されている既製品のキッチンのタイ
プを株式会社LIXILのホームページを参照 し、キッチンのタイプを洗い出 し分類
した。キ ッチンには特注品や コンセプチュアルなものも存在するが、多 くのユ
ーザーが既製品か ら選択 し、造作キッチンにおいても設備面では既製品を用い
ることか らメーカーのものを引用 した。
そこか ら6つのタイプと5つの形状で整理 し、3つ の種類に分類 した。6つのタ
イプとしてはオープンキッチン、アイラン ドキ ッチン、ペニンシュラキッチン、
クローズ ドキッチン、壁付きキ ッチン、造作壁付きキ ッチンである。壁付 きキ
ッチンは部屋 を分断 している床から天井高まである壁に設置 しているものを示
し、造作壁はキッチンを設置す るにあたって、新たに腰壁あるは、一部を遮断
す る程度に設けられた壁を示す。また、5つの形状 としてはキ ッチンそのものの
形状を表 し、アルファベ ッ ト、ローマ数字の形状 と類似 していることか ら、ア
ル ファベ ッ トの1型、L型、U型、ローマ数字で表すII型、(とダイニングテーブ
ル等 と一体 となった一体型)からなる。
これ らをマ ッピングし、3つに分類 した。その3つとしては、設置す る部屋 に
対 して壁を用いず、遮 るもののないオープンキッチン型。キッチンが部屋 と分
離され、ひ とつの部屋 として構成 されてい るクローズ ドキッチン型。そ して、
造作壁等によ りキ ッチンとしてのエ リアは限 られているが部屋 とコミュニケー
ションが とれ る程度に解放 されているセ ミオープン/セミクローズ ドキ ッチン
型である。
オープンキッチン型はその名の通 り部屋に対 して開かれてお り、コミュニケ
ーションが とりやす くなってお り、リビング、ダイニングか らも採光がとれる。
また導線を短 くしやす く、比較的小 さい間取 りでも設置 しやすいなどの利点が
24
ある。一方でキ ソチンの様子が目につきやす く、散 らか り具合が 目立ち、臭い
も広が りやすいといったデメ リッ トもある。
クローズキッチ ン型は調理に専念 しやす く、散 らか り具合が目立たなく、臭
いも広が りにくいが周囲と遮断されているためコミュニケーシ ョンが取 りづ ら
い レイアウ トになっている。
セ ミオープン(セミクローズ)キッチン型は先の2型の中間に位置 し、適度な コ
ミュニケーシ ョンをとることができ、 レイアウ トによっては散 らか りが 目立ち
に くくなるなど先の2つの型の利点を得ることもできる。
オープン アイラン ド ペニ ン シ ュ ラ
亀
'.オ ー フ ン キ ンチ ン














ク ローズ ド 壁付き 造作壁付き





本研究において空間 レイア ウ トの差異を表すためにスペース ・シンタックス
理論に基づ く隣接グラフを用いて空間類型を行 う。 これは先の研究でも利用 さ
れてお り、空間構成を体系的に理解す るのに適 しているといえる。 「空間類型
にもとつ く集合住宅に住戸の変遷に関する研究」[文献1]では 日本における集合
住宅の空問構成の変遷をこの隣接グラフを用いて表 しお り、類型で整理 されて
いる。また、 「スペース ・シンタックス理論 を用いた 日本 の公設美術館 の空間
構成 に関する考察」[文献2]では美術館における展示空間の構成を表 している。
本研究においてはこの隣接 グラフを用いて新たに提案するキッチンを用いた
空間 レイア ウ トを図示す る。本研究の隣接 グラフにおいて、ノー ド(○)は空間
(室)を、 リンク(一)は空間のつなが りを表す。居室を(○)、給排水の必要な設備
を有す る室を(●)にそれぞれの機能を文字にて表す。キッチンを(K)、トイ レを
(T)、風 呂を(B)とする。移行空間(廊下等居室 とは認め られないつなぎの空間)
を○に/、外部空間(基底)を○に+と 区別 して表記する。また、補足 としてキッ
チンを(K)、ダイニングを①)、リビング(L)、ワークスペースを○に斜線 と㈹
を用いて表す。 この理論の慣例 に従い、基底 を一番下に示 し、そこか ら奥行に
したがって室のつなが り関係 を表示す る。










ここで、2章で示 した空間レイアウ トをこの隣接グラフを用いて表 していく。




蓮 根 団 地 に お い て は ダイ ニ ン グ キ ッチ ン が登 場 し、廊 下 と一 体 に な る こ とに
よっ て 各 室 が 接 続 され 、 ダイ ニ ング キ ッチ ン か ら各 室 へ とつ な が る居 間接 続 型
で あ る。
図5.3蓮 根団地の隣接グラフ24
23UR都 市機 構=「集合住宅の源流 を探iる」(2016.7)P3、筆者作
24UR都市機 構=「集合住宅 の源流 を探 る」(2016.7)P4、筆者作
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1980年代以降普及 した定型3LDKでは廊下を軸に室が接続 されつつ も奥行きが
生まれてい る。
図5,4典 型 的な3LDKに おける隣接 グラヲ25
5.2,設定 条 件
本研究の成果 として示す空間 レイアウ トの条件 として以下のものを定める。
nLDK型の住居 を対象 として近年普及 しているフロンテー ジセーブ型の住戸を想
定 し、空間 レイア ウトを行 う。住戸の寸法を5880×11220㎜、高さはスケル トン
空間で2700㎜とし、住戸面積 としては先に示 した定型3LDKが収まる寸法である。
また、開口部は限定 しないこととし、給排水に伴 う配管は 自由に設定できるも
のとする。
また、想定 され るユーザーは近年増加傾向にあ り、今後も増加することが予
想 される在宅 ワーカーの家庭を想定す る。働 き方の過渡期にある今、自宅で仕
事をするとい う選択肢をとる人が今後 も増加することが予想 され、現代を象徴
す るライフスタイルといえる。 また、これ までの住宅 レイアウ トの変遷 と比較
す る際に昨今の時代性 と今後の住宅の役割 として顕著な要素であると言 える。




下記の図のよ うなキッチンを1つ目の型 として提案する。キッチン設備 と風呂、
トイ レとの仕切 り壁を一体 となった型である。 キッチン設備が他の設備や機能
と一体 となっているためこれ を融合型 とする。 また、壁 と水平に一定の ピッチ
で板を設置することによって、収納棚、デス久 ダイニングテーブルや キッチ
ンの作業台 とした。1つの一体となったユニ ットにキッチン本体 とダイニングテ
ーブルやデスクを組み込むことによってこのユニ ッ トによって住居 に必要な設
備がほとんど揃 うものになっている。
図5.5融 合型 キ ・ンチンのアイソメトリック図26
従来のキ ッチンの形状、パーツを継承 した うえで、他の水回 り設備であるバ
ス ・トイレと一体で構成す ることによって住戸内において水回 り設備 を中心に
配置 し、そこから他の居室を構成 していった。 この型によって住戸内の空間構






廊 下 に よ って 各室 に つ な が る廊 下連 結 型 で あ り、居 室 の ノー ドは 奥行 き が 二












に設置 し、それを軸 として周辺に必要な設備を設置 した。 これ を軸型 とする。
主な構成要素 としてはIHによるコンロとレンジフー ド、水栓流 し、ダイニング














図5.8軸 型 のア イソメトリック図29
パイプスペースの軸を中心 として空間 レイア ウ トを構成 し、調理場 と食事、
ワー クスペースを区切った。また、ダイニングテーブルの位置に他の機能を接
続す ることによって別の用途 としても成 り立たせ ることが可能になる。キ ッチ







図5.9軸 型 の平 面 図 と隣接 グラフa。
キッチンスペースとワークスペースの室が同様の奥行き値に位置す るため、
該当箇所が分割 されたノー ドで示されてお り、先の研究では表 されていない表





























キ ッチンの調理場 と食事用のカウンターテーブルを円形に配置 し、調理場か
ら部屋全体を見渡せ る形状に した。それにより調理 中に周辺の部屋の様子が う
かがえる。キ ッチンの形状や壁、上部の棚を同心円をもとに設計 し、まとまり
を出した。上部の棚は収納 を確保 しつつ も、棚をポールでつ ることによって圧
迫感を軽減 している。調理場側に壁を設置 し、風呂、 トイ レと隣接 させること
で、給排水の配管をまとめる。調理場の使用方法 としては既存のH型 に近い感
覚になると思われるが、直線的な形状よりも空間を分断 したイメージを持ちに





玄 関か らこ のダ イ ニ ン グ キ ッチ ン を通 過 し リ ビン グや 別 の室 に接 続 され る よ
う設 計 した。 円形 に した こ とに よ り、周 囲 の 部 屋 と シー ム レス に 空 間 をつ な ぐ
こ とが で き る。 円形 に した こ とに よっ て既 存 の 直 線 的 な キ ッチ ン よ りも広 い ス
ペ ー ス を必 要 と して しま うが、 ゆ と りの あ る ダイ ニ ン グ キ ッチ ン を設 け る こ と










円形のキ ッチンが玄関口か ら奥に位置する リビングまでの空間をつないでい














図5.13回 遊型 の イメー ジ34
5.3.4浮揚 型
キ ッチン本体を天井に接する様に配置 し、床か ら浮かせた形状のもの、,これ
を浮揚型 と定義す る。 これは天井から吊るすため、天井お よび、躯体への負荷
はかか るが足元に空間が生まれ、床に高低差がある箇所でも用いることができ
る。床に接 していないことによって開放感を与え、前後の空間 との連続性を生
むことができる。本体の形状は単純な立方体の内部 を一方か らくり抜 き、必要
な設備 をはめ込んだ。コンロ、シンクといった調理台は対面のテーブル部分 と
は高さを変更 しシンクの深 さを確保す るとともに、調理 と椅子に座 った場合に
適切な高 さとなる様調節 した。上部の天井に近い位置に レンジフー ドを組み込
んでいる。給排水は両サイ ドの壁 を通 じて上方か ら行 うことを想定 している。
34筆者作
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図5.14浮 揚 型 のアイソメトリック図35
このように天井に接 し、床 と接 しないことによって、床面の状況に影響を受
けずに設置可能となる。それにより、外部空問や外から連続す る土間 といった
土足部分にも設置 しやす く、開口部か ら直接庭やベランダへ接続することが可
能 とな り、外部 と内部空間の垣根を崩 している。この様に床高のゾーニングと



































図5,15浮 揚 型 のイメージ37
5.3.5並列 型
キッチンに必要な要素を横に並べ、並列 に配置する。横幅を住戸の幅に合わ
せ、縦長のフロンテージセーブ型住戸においてキ ッチンが横断 した形状 となる。
住戸の幅、天井高いっぱいにまたがるフレームを用意 し、各要素 と接続す る。
そ うす ることによ り各要素の上下に余白を持たせ、住戸幅に広がったユニ ット
の圧迫感を軽減 した。また、フ レームの上部にはスポッ トライ トを組み込み、





このユニ ッ トが住戸中心部に位置するため、住戸に入室 した後、このユニッ
トを経 由し、他の室につながる。ユニ ットに接続 されたテーブルがダイニング
テーブルの役割を果た し、キッチンを通 じて リビングや ダイニングの様子が伺
える様 になっている。キッチンを起点として空間 レイアウ ト考える必要があ り、










住 戸へ の入 室後 、LDKスペ ー スか ら各 住 戸 に接 続 す る居 間連 結 型 で あ る。 並列
型 の キ ッチ ン を 中心 と した レイ ア ウ トで あ るた め奥 行 き は短 く、一 点 か ら各 室





































住空間に置かれるモ ノにおいて3章 に記 した通 り、水回 り設備であるキ ッチ
ン、バス、 トイ レによって空間 レイア ウ トに与える影響が大きいことが判明 し
た。 これ らは給排水及び給電、排気設備 を伴い、現状では住戸の設計時にこれ
らのことを加味する必要性がある。先に示 した通 り、技術発展によ りこれ らの
水回 り設備は住居内において設置 される位置が変化 していった。 当初は室外設
置 され、次第に居室に囲まれ居室 とそれ ら設備を有す る室 との明確 な境はな く
なっていった。通常であれば住戸の設計時にこれ らの寸法を加味 し、ゾーニン
グされた位置に収め られ る。 ゾーニングによって当てはめ られた空間を壁 によ
って仕切 り、そこにモノが納められる。
住空間の構成は 壁が起点 とな り、モノへ と展開 しているのである。 しか し
ながら、本件研究によってキッチンの5つ の型を示 したことによってこれ らの
モ ノの形状を変化 させ ることによって空間構成への新たな可能性を生み出し、





も差異が見 られ る。 これ らの傾向 としてキッチンスペースの室が端に位置する
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図5.195型 キッチンの 比 較41
融合型においては大型になるとい うデメ リッ トが存在するが、 これによって













これ らにより、従来とは異な り壁起点でない空問構成が可能 になると考えら
れ る。壁を構成 し、モノを並べ るのではな く、モ ノを起点 とした空間構成が考
え られ、室の用途や ライフスタイルに合わせた配置や機能 を混在 させ ることが
容易になる。 これ らを実現 させ るには様々な問題点が浮上す るが、この様な5
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